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☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達   

２０２２年 １月 2２日の到達 ６６,５６１ 筆  

大阪原水協は、毎月２２日を集約日としています。 

各団体・地域原水協・個人より報告をお願いします。 

FAX及び署名の郵送等お願いします。 

核兵器禁条約発効から１年！核兵器のない世界へ 

関
西
原
水
協
学
校
を
開
催 

１
月
３
０
日
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
関
西
原
水
協
学
校
を
開
催

し
ま
し
た
。
午
前
の
講
義
は
日
本

原
水
協
の
川
田
忠
明
常
任
理
事
か

ら
、
「
２
０
２
２
年
核
兵
器
禁
止

条
約
を
力
に
ど
う
前
進
す
る
か
」

と
題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
と
り

わ
け
、
世
界
の
核
兵
器
の
現
状
と

脅
威
、
禁
止
条
約
発
効
後
の
世
界

の
変
化
と
追
い
詰
め
ら
れ
る
核

５
大
国
、
そ
し
て
、
大
き
な
岐
路

と
な
る
２
０
２
２
年
の
運
動
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
話
さ
れ
視
聴

者
の
確
信
と
な
り
勇
気
と
展
望

の
源
と
な
り
ま
し
た
。 

午
後
の
講
義
は
、
「
黒
い
雨
」

訴
訟
の
結
果
と
成
果
に
つ
い
て
、

弁
護
団
の
竹
森
雅
泰
事
務
局
長 

                 

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
か
ら
１
年
、
禁

止
条
約
を
支
持
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

る
世
界
の
流
れ
は
、
引
き
続
き
発
展
し
て

い
る
。
調
印
国
は
８
６
、
批
准
国
は
昨
年

１
２
月
２
４
日
、
新
た
に
ペ
ル
ー
が
批
准

し
て
５
９
と
な
り
ま
た
。
昨
年
１
２
月
の

第
７
６
回
国
連
総
会
は
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
参
加
を
求
め
る
決
議
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
を
賛
成
１
２
８
、
反
対
４
２
、
棄

権
１
６
の
圧
倒
的
大
差
で
採
択
し
ま
し

た
。 核

兵
器
禁
止
条
約
を
支
持
し
参
加
を
求

め
る
声
も
、
核
保
有
国
や
核
依
存
国
で
の

世
論
調
査
で
過
半
数
（
６
～
８
割
）
に
達

し
て
い
ま
す
。
こ
の
世
論
を
背
景
に
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
や
ド
イ
ツ
の
第
一
回
締
約
国
会

議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
決
定
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
核
同
盟
を
称
す
る

N
A

T
O

加
盟
国
の
中
に
も
変
化
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
様
な
情

勢
を
背
景
に
、
さ
ら
に
運
動
の
拡
大
・
発

展
に
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

１
月
２
２
日
に
は
、
大
阪
原
水
協
は
じ

め
多
く
の
地
域
原
水
協
が
行
動
し
、
確
信

に
満
ち
た
報
告
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
既
に
、
宣
伝
行
動
に
つ
い
て
は 

大
阪
原
水
協
メ
ー
ル
版
で
配
信

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
報
告
で

き
て
い
な
い
地
域
原
水
協
、
団
体

は
是
非
行
動
報
告
・
写
真
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
か
ら
、
被
爆
者
援
護
法
の
内
容

と
「
黒
い
雨
」
の
位
置
付
け
、

広
島
高
裁
判
決
の
意
義
、 

広
島
高
裁
判
決
後
の
経
過
そ

し
て
審
査
基
準
の
改
定
等
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
続
い
て
、
原

爆
「
黒
い
雨
」
の
住
民
運
動
と

裁
判
と
題
し
て
、
広
島
県
「
黒

い
雨
」
原
爆
委
被
害
者
の
会
連

絡
協
議
会
事
務
局
長
・
原
爆

「
黒
い
雨
」
被
害
者
を
支
援
す

る
会
協
同
代
表
の
牧
野
一
見

さ
ん
か
ら
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。 

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て

は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
て
普
及
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 



                                   

２０２２年ビキニデー現地開催中止！ 

オンライン開催になりました。 

申し込みの詳細は別途お知らせします。 

ビ
キ
ニ
被
災
か
ら
６
８
年
と
な
る

今
年
の
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
、
核

兵
器
禁
止
条
約
を
普
遍
化
す
る
た
め

に
、
市
民
社
会
と
諸
国
政
府
が
共
同

し
て
核
兵
器
廃
絶
へ
の
行
動
に
踏
み

出
す
、
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締

約
国
会
議
の
直
前
に
開
催
（
し
か
し
、

延
期
の
予
定
）
さ
れ
ま
す
。 

い
ま
、
世
界
の
国
民
世
論
が
核
兵

器
廃
絶
を
求
め
る
一
方
で
、
ア
メ
リ

カ
、
ロ
シ
ア
な
ど
核
大
国
は
口
で
は

核
兵
器
廃
絶
を
言
い
な
が
ら
、
実
際

に
は
核
兵
器
を
「
安
全
の
保
証
」
と

し
て
手
放
そ
う
と
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政

府
は
ア
メ
リ
カ
に
「
忖
度
」
し
て
、 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
続

け
て
い
ま
す
。 

大
阪
原
水
協
は
思
想
、
信
条
、
立

場
の
違
い
を
こ
え
て
、
日
本
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
迫

る
圧
倒
的
世
論
を
つ
く
る
た
め
に

学
習
パ
ン
フ
の
普
及
を
最
優
先
に
、

加
盟
団
体
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
広
島
・
長
崎
、
ビ
キ
ニ
、
太
平
洋

の
核
実
験
、
隠
さ
れ
た
被
害
の
真
実

は
？
」
「
核
兵
器
を
め
ぐ
る
情
勢
と

変
化
は
？
」
「
日
本
政
府
の
選
択
が

も
た
ら
す
危
険
と
日
本
を
変
え
る

運
動
の
役
割
は
？
」
な
ど
、
こ
の
学

習
パ
ン
フ
の
積
極
的
な
ご
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。 

           

 

２０２２年ビキニデー学習パンフ B５版 １冊２２０円・ポスター８０円

所定の申込用紙で大阪原水協迄申し込んでください。送料実費。２００冊以上は送料無料 

※お知らせ 原水爆禁止大阪府協議会２０２２年度第１回地域・団体代表者会議 

日  時 ： ２０２２年 2月１７日（木） １８：３０～２０：００ 

場  所：社会福祉会館５０３号室  欠席される場合は必ず大阪原水協迄ご連絡下さい。 

３
月
１
日
は
ビ
キ
ニ
デ
ー
で

す
。
今
か
ら
６
８
年
前
の
１
９
５

４
年
３
月
１
日
、
米
国
は
中
部
太

平
洋
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国

の
ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
実
験
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。 

広
島
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
の
約
１

０
０
０
倍
と
い
う
凄
ま
じ
い
威
力

の
爆
発
に
よ
り
吹
き
上
げ
ら
れ
た

サ
ン
ゴ
の
破
片
は
「
死
の
灰
」
と

呼
ば
れ
、
付
着
し
た
放
射
性
物
質

に
よ
り
マ
ー
シ
ャ
ル
の
人
々
だ
け

で
な
く
、
近
海
で
操
業
中
の
マ
グ

ロ
漁
船
第
五
福
竜
丸
を
含
む
多
く

の
船
・
乗
組
員
が
被
ば
く
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
被
害
に
対
す
る
補

償
や
調
査
な
ど
は
一
切
お
こ
な
わ

れ
ず
、
真
相
は
隠
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
者
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
今
も

精
神
的
・
肉
体
的
に
苦
し
み
な
が

ら
、
核
に
よ
る
惨
害
が
繰
り
返
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
と
た
た
か
っ
て

い
ま
す
。 

６
９
行
動
や
、
地
域
で
の
学
習

会
な
ど
多
彩
な
取
り
組
み
を
拡
充

す
る
な
か
で
、
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
迫
る
署

名
を
旺
盛
に
広
げ
る
活
動
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
運
動
の
柱
と

し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
学

習
の
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  


